







































































































































































































































































































be　an　old　woman．　．　．　．　’　　 　　 　　　 　　　　　　 　 　（Bk．且，　 　　　ch．15，　　　　　　p．300）
この引用の中にも見られるが，物語中でたびたびレイチェルとビアトリクスが，母娘で
あるにもかかわらず姉妹のように見えるなどと言及されるのも興味深い．最初のころは，
ビアトリクスも子供であったが，レイチェルもまた‘Achild，　the　mother　of　other
children’（Bk．1，ch．9，　p．96）であった．レイチェルは試練を経て精神的に成長するが，
ビアトリクスが成長して社交界に出入りするようになると，洗練された美人であるビァト
リクスは，レイチェルの姉妹，それも姉の方であるかのように見えるようになる．ヘンリ
ーの最終的なビアトリク・スへの幻滅の場面では，‘The　roses　had　shuddered　out　of　her
cheeks；her　eyes　were　glaring；she　1（nked　quite　old．’（Bk．皿，　ch．13，　p．459）と描か
れる．ようになる．‘appearance’とは対照的な内面的精神的で天国的な不変の価値を代表す
るレイチェルが一向に年をとらないかのごとく若さを保っているのに対し，‘appearance’
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の世界に生き世俗的な価値を代表するビアトリクスの若さや美は，移ろい衰えていくもの
なのである．こうした二人の女性に対して抱くヘンリーの愛情も，それぞれの女性の代表
する価値観と結びついたものであるといってよいだろう．つまり，ヘンリーのレイチェル
への愛情というのはごく精神的で天国的なものであり，一方ビアトリクスへの愛情という
のは，ヘンリーの世俗的な立身出世などの願望と結びついたものなのである．バーバラ・
ハーディー（Barbara　Hardy）も指摘しているように，レイチェルへのヘンリーの愛情は
‘darkly，　reticently，　obliquely’に描かれ，ビアトリクスへの愛情は対照的に’openly，
visibly，　nakedly’（5）に語られるが，それは，この二人の代表する価値観の違いおよび彼
女たちに対するヘンリーの愛情の性質の違いに呼応したものだといってよいだろう．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4
　‘appearance’の問題は，ビアトリクスの代表するような世俗の価値観や願望と深く結び
ついている．“appearance’と深く関係のある先代のイザベラやホルト神父は，世俗的な立
身出世願望を強くもち，陰諜をめぐらす人物であった．今度ヘンリーが仕組んだ陰謀とい
うのも，‘appearance’と強く結びついたものである．というのも，それは，従軍して大陸
にいるフランクが亡命中のジェイムズ王子と同い年で年格好も似ているということを利用
し，ジェイムズ王子の描きかけの肖像画にヘンリーが手を加えてフランクの衣服を着た姿
にして，フランクの肖像画といって当時ケンジントンに住んでいたレイチェルたちのもと
に送ることから始まっているのである．そして，王子にフランクの格好をさせてイギリス
に入国させ，アン女王に密かに会わせ，アン女王の莞去とともに王城に乗り込んで即位さ
せようというのである．
　ここには，アイロニカルな‘appearance’と’truth’の混乱もある．ジェイムズ王子は第5
代子爵フランクに化け，ヘンリーとフランクはその従者ということになっている．王子は
王子でなく，子爵フランクは子爵フランクでない．しかも実質的に彼らに指図しているの
はヘンリーである．だがこれは，一方では真実の反映でもある．ジェイムズ王子の呼び方
は初めのうちの‘king’から‘prince’ついには‘pretender’と変化していくが，彼が正統の
王子であるというのは，ヘンリーがそう認めているからにすぎないのである．また，フラ
ンクが父フランシスの死後第5代子爵となっていられるのも，ヘンリーが自分の正統性を
示す証拠を隠したままにして相続権を主張しないでいるからである．彼らの権威というの
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は，これもまた‘appearance’にすぎないのである．
　この陰謀の破綻は，物語のクライマックスである．ビアトリクスがジェイムズ王子を誘
惑し，その誘惑に乗った王子は，ビアトリクスを追ってケンジントンの屋敷を離れカース
ルウッドに行ってしまう．このことに気づいて後を追ったヘンリーとフランクは，カース
ルウッドの屋敷に入り込んで王子を見つけ，激しく非難し，王子を否定することを宣言す
る．このとき，ヘンリーは，先代の子爵が王子の父君から手に入れた侯爵位の約束の書類
やヘンリーが正式な結婚による子であることを証明する書類などを焼き，相続の権利を最
終的に放棄する．ここではじめて，フランクは名実ともに第5代子爵となり，ヘンリーの
立場の‘appearance’と‘truth’も一致するのである．ここに‘appearance’と‘truth’の混
乱は解消するのである．
　王子への幻滅とビアトリクスへの幻滅は同時に起こる．カースルウッドに行ったビアト
リクスと王子の後を追いながら，ヘンリーはビアトリクスの救いがたい本性に完全に幻滅
する．カースルウッドの屋敷で最後に彼女に出会う場面で，先ほど引用した‘she　looked
quite　old．’という文の後に，次のような描写が続く．
1呈1騰ll　ll・黙ld茸臨e撚ll？llllll勲櫨糀e
as　i　f　she　couId．
　But　her　keen　words　gave　no　wound　t（》晒r．　Esmond；　his　heart　was　t（x｝
　　　As　he　looked　at　her　he　wondered　that　he　could　ever　have　lovedhard．
her．　His　love　of　ten　years　was　over；　it　fell　down　dead　on　the　spot・　at
齢魍雫嘉撒悸守ず別k灘臨llep呂？ll・9：1・曾f　Eik°n
ここにおいて，ビアトリクスの‘appearance’はヘンリーにとって何の価値ももたない，む
しろ醜悪にさえ見えるものになってしまう．そして，この段落の終わりe：　‘Ihave　never
seen　her　from　that　day．’（Bk．皿，　ch．13，　p．460）と語っているとおり，この時を最後に
ヘンリーの前から‘disappear’する．これは，ビアトリクスとの決別である．
　さらにヘンリーは，ジェイムズ王子をカースルウッドから連れ帰る途中で，新しい王の
即位を知らせるトランペットの音を聞き，自分たちの陰謀が破れたことを知る．
　With　the　sound　of　King　George’s　trumpets，　all　the　vaiり　hopeS　‘，f　tりe
weak　and　foolish　young　Pretender　were　blown　away；　and　wlth　that　皿uslc・
t…1・ay　say・the　d「a皿a°f　my°“”　1‘fe　”H9、？黙、．13，，P．、461．462）
この時ヘンリーの‘the　drama　of　my　own　hfe’が終わったということは，その‘the　dra皿a
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of　my叩n　life’がヘンリーのすべての世俗的な欲求一功績を挙げ地位と名声を得てそ
の結果世俗的価値観の代表である美女ビアトリクスを手に入れること一と結びついたも
のであったことを示している．ビアトリクスへの幻滅とジェイムズ王即位の陰謀の失敗は，
ビアトリクスへの愛情とつながっていたヘンリー一の世俗的な願望や，その願望のもとになっ
ていたビアトリクスの生きている‘appearance’の世界とその世俗的で移ろいやすい価値観
との決別でもある．
　さきほど見たように，ヘンリーは，ビアトリクスとジェイムズ王子に幻滅したとき，自
分の身分の正統性を示す証拠書類を焼き，完全に権利を放棄して，それによってヘンリー
の‘appearance’と‘truth’は一致することになった．一方，レイチェルは，真の愛情の対
象を隠そうとしてきたのだが，ヘンリーがビアトリクスへの愛から醒めたため，それを隠
す必要はなくなった，つまりレイチェルの側でも‘appearance’と‘truth’の一致を見るこ
とになる．また，フランシスの家庭の幸福は‘appearance’に基づいたものであったために
‘appearance’が奪われ‘truth’が明らかになるとともに破綻してしまったのだが，ヘンリ
ーにとって最初の出会いのときに完壁な女神のようであったレイチェルは，このときまで
にもはや女神でもなんでもなくなっていた．彼はレイチェルの美点とともに弱点も知るよ
うになっていて，それゆえある意味では彼にとってレイチェルの‘appearance’はすでに奪
われ‘truth’を知るようになっていたのである．こうして‘appearance’と‘truth’の間のず
れが解消されて，彼らの結婚という結末に収敏する．上に引用した箇所に続いて，このレ
イチェルとの生活の性質が語られている．
That　hapPiness，　冊hich　hath　subsequently　crowned　it，　cannot　be　written
in　騨ords；　’tis　of　its　nature　sacred　and　secret，　and　not　to　be　spoken
of，　though　the　heart　be　ever　so　full　of　thankfulness，　save　to　Heaven
and　the　One　Ear　alone－to　one　fond　being，　the　truest　and　tenderest
and　purest　wife　ever　田an　was　blessed　with．　　．　．　．　　Sure，　love　vincit
omnia；　is　i皿measurably　above　all　ambition，　皿ore　precious　than疏一
more　noble　than　name．　He　knows　not　l　i　fe　who　knows　not　that：　he　hath
not　felt　the　higりest　faculty　of　the　soul　who　hath　not　enjoyed　it．　In
the　りame　of　my　wlfe　I　write　the　co皿pletion　of　hope，　and　the　su皿皿it　of
hapPlness・　To　have．sucり　a　love　is　the　one　bIessing，　in　comparison　of
朧ea晶、ρa繍ま賊夢1ア瑚ue；（鮒ρ1贈義゜S．18ES　ls　t°
内面的精神的で天国的な不変の価値を代表するレイチェルとの生活というのは，ここにも
書かれているように，本質的に‘sacred　and　secret’なものであり，彼女の純粋な愛情と
いうのはすべての世俗的な野心や財産や名声よりもはるかに価値のあるものなのである．
この中で述べられている　‘ambition’，‘wealth’，‘name’，‘all　earthly　joy’といったも
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のは，ジェイムズ王子の即位に賭けられていたものであり，なによりビアトリクスと結び
っく世俗的な価値観であり，それがここではレイチェルの前にその価値を否定されている．
ビァトリクスやジェイムズ王子や爵位などといったものに決別することで，富や名声や身
分などが評価されるビアトリクス的‘appearance’の世界一サッカレーの得意な言い方を
するなら‘Vanity　Fair’的世界とでも言うべき世界一の世俗的な野心を超えた，その名
も「ヴァージニアcVirginia’）」という無垢の新世界での真実純粋な天国的な愛に満ちた
生活へと移って，この物語は決着するのである．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　結
　以上見てきたように，この物語において‘appearance’の問題は重要な意味をもっている．
‘appearance’は，まず第一に人を惑わすものである．そのためにヘンリーは庶子であると
見なされ，そのために第4代子爵となったフランシス・エズモンドの破滅の一因となって
いく．フランシス・エズモンドの破滅は，まさに‘appearance’の悲劇である．自分たちの
地位も財産も‘appearance’にすぎず，またレイチェルとの夫婦生活という家庭の幸せさえ
も‘appearance’によったものであったことが明らかになったとき，彼は急速に破滅の道を
転げ落ちてゆくのである．そして，レイチェルの表面に現れた激情を誤解することで，致
命的な決闘へ向かうのである．そして，このような‘appearance’を奪われたレイチェルは
真実の価値に目覚めていくのである．‘appearance’は，また，世俗的な価値観と深く結び
ついている．この価値観の世界を代表するビアトリクスは，‘appearance’を武器により良
い条件で自分を売ろうとする野心的な女性である．ヘンリーの世俗的な願望はこのビァト
リクスへの愛情と同質のものであり，ビアトリクスとの決別はそうした野心や願望との決
別を意味している．そして最後には‘appearance’ばかりの‘Vanity　Fair’的世界を抜け出
して，真実価値のあるレイチェルとの生活に入ってゆくのである．
　だが最後にまだいくつか問題が残る．まず，この物語は回想録という性質上，すべては
ヘンリーの目に映ったように描かれる，ということである．また，回想録の最後に，投獄
されているヘンリーのもとを訪れた際にひそかに持ち帰った金ボタンをレイチェルが後生
大事にもち続けたことが言及されるが，これはまるでヘンリーを偶像崇拝しているように
見える．ヘンリー自身の‘appearance’と‘truth’は実際のところどうなのだろうか．それ
からもう一つの問題は，天国的な生活というのは本当に幸せなものなのだろうかというこ
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とである．ヘンリーは‘the　drama　of　my　own　life　was　ended’と言っているし，随所で自
分が既に死んだ人間であるかのような表現を使ったりもしている．天国というのは，一方
では，死者の国でもあるのだ．ヴァージニアでのレイチェルとの天国的な生活というのは，
ヘンリーが強調しているほどすばらしいものなのだろうか．また，続編とされる『ヴァー
ジニアンたち』（The　Virginians，1857－59）では’appearance’の問題はどのように扱われ
ているのか，という問題も興味深い．しかし，これらについて論じるためには，ここまで
書いてきたのと同量かそれ以上の論文が必要になるであろうから，それらについてはまた
別の機会に論じることとしたい．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　註
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